
令和２年度 研究構想（案） 

 

１ 研究主題  ふるさとに学び、今を未来につなげられる たくましい子供の育成 

   ～つながりを大切にした単元構想と対話から思考を深める授業づくりを通して～ 

 
２ 主題設定の理由 

今年度閉校を迎える本校では、ふるさとを今一度見つめ直し、愛着と誇りを持って地域に貢献しようとする

子供を育成したいと考え、昨年度から、地域の「ひと・もの・こと」の適切な教材化や、子供主体の探究的な

学びの構築を目指してきた。本校の学校教育の展開は「ふるさと島根を学びの原点にもつ」ことを基本理念と

した島根県の教育魅力化ビジョンとも一致している。 

これまでの実践を通して、ふるさとの良い面ばかりでなく、課題にも向き合い、どうすべきかと問いをもっ

て思考する子供の姿も見られ始めてはいるが、批判的・多面的に考える問題解決能力やコミュニケーション力

はまだ十分に育っているとは言えない。また、子供自身は活動の充実を感じながらも、対話を通した学びの深

化について有効性を感じていないという状況が見られた。そこで、今年度も、持続可能な社会を目指して諸課

題の解決に向けていくというＥＳＤの理念をベースに、社会とのつながりを意識しながら、地域に根差した探

究的・対話的な学びの充実を図ることを通して、主題（学校目標）に掲げる子供の育成につなげていきたい。 

 

３ めざす子供像 

ふるさとに学ぶ子 今を未来につなげられる たくましい子 

（知識及び技能） （思考力・判断力・表現力） （学びに向かう力・人間性） 

地域の「ひと・もの・こと」の

よさや温かさが分かったり、地

域の課題に気付いたりする子 

探究的な学習を通して、地域のよさを

見つめたり、地域のためにできること

を考えたりして実践しようとする子 

様々な人と協働・対話をしながら主体的に課

題の解決に関わることを通して、地域に誇り

と愛着を持ち、地域と共に学び続ける子 

 

４ 研究仮説 

（１）基本仮説 

適切な学習材の選定の視点により、ふるさとの「ひと・もの・こと」を分析した上で教材化を図り、探究の

プロセスを重視した単元構成や対話的な学びの充実を図った授業づくりを行えば、子供の批判的・多面的に考

える力やコミュニケーション力が高まり、ふるさとへの誇りと未来を考えて行動しようとする意欲が育つであ

ろう。 

 

（２）具体仮説 

 ① ふるさとの「ひと・もの・こと」の学習材について分析し、適切な手立てを講じながら教材化を図れば、

探究のプロセスに沿った単元構成が可能な探究課題となるであろう。  【適切な学習材の選定と教材化】 

                 

 ② 育てたい資質・能力を明確にして単元の目標を設定し、適切な手立てを取り入れながら単元を構成すれば、

子供は必然性や必要感をもって主体的に学び続け、ふるさとへの愛着や貢献意欲を一層強くすることがで

きるであろう。                               【単元構成の工夫】 

 

③  話合いの意図を明確にしたり、思考の深まりを促す手立てを取り入れた対話場面を授業に取り入れれば、

子供は多面的・多角的な考えに触れながら思考を深めたり、共に学び合うよさを味わったりすることがで

きるであろう。                       【対話的な学びのための授業づくり】 



 

 

総合的な学習の時間における探究

のプロセス 

 

 

① 思いや願いを持つ 

② 活動や体験をする 

③ 感じる・考える 

④ 表現する・行為する 

 

・体験活動と表現活動とを繰り返す

ことで学びの質を高める。 

 

質の高い生活科の学習過程 


